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	 不純物ドーピングは電子デバイスの機能性を制御する上で最も重要な半導体プロセスで

ある。無機半導体においては、強固に共有結合したホスト半導体原子の一部を不純物ドーパ

ント原子に置き換えることで不純物ドーピングが実現する。一方で、有機半導体においては、

強い酸化還元能を有す分子性のドーパントをホスト半導体骨格に混合することで不純物ド

ーピングが達成されているが、高密度の分子性ドーパントを結晶性有機半導体に導入する

ことによる結晶性の低下は不可避であった。 

	 本研究では、molecularly-flatな有機半導体単結晶の表面のみを選択的に分子性ドーパント

でドーピングする手法を開発し、その界面で生じる二次元キャリア伝導を調べた。表面ドー

ピングは、溶液法によって成膜されたウエハーサイズの有機半導体単結晶 Cn-DNBDT 薄膜

[1]を様々なドーパント溶液

に浸漬させることで実施し

た[2,3]。X線構造解析の結果、

ド ー ピ ン グ 前 後 の Cn-

DNBDT のバルク結晶性は変

化しておらず、ドーピングが

表面のみで生じていること

が明らかとなった。また、Hall

効果の測定から表面でバン

ド伝導性が実現され、二次元

的電気伝導性が実現されて

いることが観測された。 
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Fig. 1 (a) POM image of surface-doped Cn-DNBDT thin films. (b) 

Hall effect measurements at 210 K.  
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